
 

 

 

 

 

 

平成２６年度水質検査計画 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鉾田市上下水道部水道課 

 

 

 

 



 

 

目  次 

 

 

１ 基本方針………………………………………………………………１ 

２ 水道事業の概要………………………………………………………２ 

２-１ 水道事業計画 

２-２ 給水状況 

２-３ 浄配水施設概要 

３ 原水及び浄水の水質状況……………………………………………３ 

３-１ 原水の水質状況 

３-２ 浄水の水質状況 

４ 水質検査計画…………………………………………………………４ 

４-１ 給水栓の水質検査 

４-２ 浄水・原水の水質検査 

５ 臨時の水質検査………………………………………………………６ 

６ 水質検査結果の評価と計画の見直し………………………………７ 

６-１ 水質検査結果の評価 

６-２ 水質検査計画の見直し 

７ 水質検査の精度と信頼性保証………………………………………８ 

８ 関係機関との連携……………………………………………………８ 

９ 水質検査計画及び検査結果の公表…………………………………９ 

 

資料 

 ・鉾田市水道事業主要施設等位置図…………………………………Ⅰ 

 ・表１ 水質基準項目（浄水：９項目）……………………………Ⅱ 

 ・表２ 水質基準項目（浄水：３９項目）…………………………Ⅱ 

 ・表３ 水質基準項目（臭気２項目）………………………………Ⅱ 

 ・表４ 水質基準項目（原水：３８項目）…………………………Ⅲ 

 ・表５ クリプトスポリジウム（指標菌）…………………………Ⅲ 

 ・表６ 農薬類（１０２項目）………………………………………Ⅳ 

  



- 1 - 

 

１ 基本方針 

 

 水質検査は、水道水が水質基準に適合し安全であることを確認するために必要丌可欠

であり、水道水の水質管理において最も重要なものです。 

 鉾田市水道事業では、水道水質の安全を確保し市民の皆様に安心してご利用いただけ

るよう、下記のとおり水質検査を実施いたします。 

 

 

 

１．鉾田市水道事業は，給水する水が給水栓において水道水質基準に適合していること

を遵守するため，定期に行う水質検査について水質検査計画を策定し，計画的に水質

検査を実施いたします。 

２．検査地点は、水道法に基づき水質基準が適用される給水栓（配水管の末端地域等）

に加えて、浄配水場の出口で行います。また、水道原水（井戸水）の検査については

着水井で行います。 

３．検査項目は、水道法で検査が義務付けられている水質基準項目のほか、市民の皆様

に供給されている水道水が将来にわたり安全で安定した水道水質を確保できるよう

設定します。 

４．給水栓の検査頻度については、水道法に基づき毎日検査項目（色、濁り、消毒の残

留効果）に関する検査は毎日行い、水質基準項目の検査については定期的に行います。

水質基準を十分に満たしている場合、検査頻度の緩和や省略をすることが可能ですが、

水道水の継続した安全性を確認するため、検査の頻度は減らさずに行います。 
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２ 水道事業の概要 

 ２－１ 水道事業計画 

区 分 内 容 

給 水 区 域 鉾 田 市 全 域 

給 水 人 口 ４８，５００ 人 

１日最大給水量 １６，３９０ ㎥ 

１ 日平均給水量 １３，３６０ ㎥ 

 

 ２－２ 給水状況 

区 分 内 容 

給 水 人 口 ３９，５４８ 人 

普 及 率   ８１．５ ％ 

給 水 件 数 １０，６３４ 件 

１日最大給水量  ６，７１３ ㎥ 

１ 日平均給水量  ５，５１４ ㎥ 

（平成２４年度末現在） 

 

 ２－３ 浄配水施設概要 

施設名称 配水池容量[㎥] 種類 処理能力[㎥／日] 処理方法 

旭浄水場 ８２０  地下水 １，４９０  急速ろ過 

西台浄水場 ７８４  地下水 ２，０３０  急速ろ過 

串挽浄水場 ９０７  地下水 １，８６０  急速ろ過 

旭配水場 ９８０  浄水受水   

鳥栖配水場 １，７８１  浄水受水   

西台配水場 ６９７  浄水受水   

青山配水場 １，５８９  浄水受水   

大洋配水場 ２，８００  浄水受水   
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３ 原水及び浄水の水質状況 

 ３－１ 原水の水質状況 

  鉾田市水道事業は、９つの井戸を所有しており、水道の水源としています。これら

の井戸から採取される地下水は、大腸菌などの細菌による汚染もほとんど見られず、

非常に良好な状態となっています。 

   ・上太田地内（３箇所） 

   ・当間地内（３箇所） 

   ・串挽地内（１箇所） 

   ・半原地内（１箇所） 

   ・野友地内（１箇所） 

 

 ３－２ 浄水の水質状況 

  浄水処理は水源の水質が良好であるので、塩素消毒後、急速ろ過による浄水処理を

行うことで安全で良質な水道水の供給に努めております。 

  また、茨城県企業局鹿行水道事務所から浄水受水も行っており、受水地点まで茨城

県企業局鹿行水道事務所が水質管理を行っています。鹿行広域水道用水供事業をして

いる茨城県企業局鹿行水道事務所も安全な水道水を供給するための水質検査を独自

に行っており、水質検査の結果については、随時報告されています。 

  これらの水質検査結果を参考とし、鉾田市水道事業でも各配水場の配水池出口にお

いて水質検査を行い水質監視に努めております。 
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４ 水質検査計画 

 ４－１ 給水栓の水質検査 

  水道法に基づき水質基準が適用される給水栓（配水管の末端地域等）について定期

的な水質検査を行います。鉾田市水道事業では、給水区域が７系統に分かれているた

め配水系統ごとに検査を行い、安全で良質な水道水を供給します。 

 

（１）検査地点 

   ・旭浄水場系統 ……… 田崎分団詰所（田崎地内） 

   ・旭配水場系統 ……… 滝浜分団詰所（滝浜地内） 

   ・鳥栖配水場系統 ……… 古新田会館（紅葉地内） 

   ・西台配水場系統 ……… 農業研修センター（安房地内） 

   ・串挽浄水場系統 ……… 高田生活改善センター（高田地内） 

   ・青山配水場系統 ……… 小高根コミュニティセンター（烟田地内） 

   ・大洋配水場系統 ……… さんて旬菜館（上幡木地内） 

 

（２）検査項目並びに検査頻度（水道法施行規則第１５条第 1 項第１号による） 

項    目 頻   度 備  考 

色、濁り、消毒の残留効果  毎日  

水質基準項目（９ 項 目）  １２回／年（毎月） 表１ 

水質基準項目（３ ９ 項 目）   ４回／年（３箇月毎） 表２ 

水質基準項目（臭気２項目）   ４回／年※ 表３ 

 ※県水を受水している５配水場系統の給水栓で藻類発生時期（６月～９月）に行う 
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 ４－２ 浄水・原水の水質検査 

  水道法で規定されている給水栓の検査だけではなく、各浄配水場についても給水栓

に準じて定期的に水質基準項目の検査を行います。また、原水については、年１回の

水質基準項目の検査を行います。 

  水質検査は、各浄配水場とも浄水については浄配水池出口、原水については着水井

で行います。 

【 浄 水 】 

（１）検査地点 

   ・旭 浄 水 場 

   ・旭 配 水 場（県水受水） 

   ・鳥栖配水場（県水受水） 

   ・西台浄水場 

   ・西台配水場（県水受水） 

   ・串挽浄水場 

   ・青山配水場（県水受水） 

   ・大洋配水場（県水受水） 

（２）検査項目並びに検査頻度 

項    目 頻   度 備  考 

水質基準項目（９ 項 目）  ４回／年（３箇月毎）  

水質基準項目（３ ９ 項 目）  ４回／年（３箇月毎）  

水質基準項目（臭気２項目）  ４回／年※  

 ※県水を受水している５配水場系統で藻類発生時期（６月～９月）に行う 

【 原 水 】 

（１）検査地点 

   ・旭 浄 水 場 

   ・西台浄水場 

   ・串挽浄水場 

（２）検査項目並びに検査頻度 

項    目 項目数 頻 度 備 考 

水質基準項目  ３８ 項目   １回／年 表４ 

クリプトスポリジウム（指標菌）   ２ 項目  １２回／年 表５ 

農薬類 １０２ 項目   １回／年 表６ 
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５ 臨時の水質検査 

 水道法第２０条に基づく臨時の水質検査は、以下の場合に行います。 

  ・水源の水質が著しく悪化したとき。 

  ・水源に異常があったとき。 

  ・給水区域及びその周辺において消化器系感染症が流行しているとき。 

  ・浄水過程に異常があったとき。 

  ・配水管の大規模な工事その他水道施設が著しく汚染されたおそれのあるとき。 

  ・お客様の水道水に異常がみられるとき。 

  ・その他、特に必要があると認められたとき。 

 

（１）検査項目 

  状況に応じて、異常が認められる項目または異常のおそれのある項目のほか関連す

る項目について水質検査を行います。 

（２）サンプリング 

  水質検査の採水場所については、供給される水が水質基準に適合するかを判断する

ことができる場所を選定します。 

（３）評価 

  異常が認められるまたは異常のおそれがある場合については、安全が確認できるま

で継続して検査を行います。 
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６ 水質検査結果の評価と計画の見直し 

 ６－１ 水質検査結果の評価 

  検査結果が基準値を超過する場合においては、直ちに原因を究明します。また、基

準値を超過しない場合でも、従来の傾向と異なる時は再検査や原因の調査を行います。 

  評価の基準としては水質基準値の５分の１、又は１０分の１を超過しているかどう

かを目安としますが、検査結果と水源の状況、採水場所の状況等と照らし合わせて総

合的に安全性を評価します。 

 ６－２ 水質検査計画の見直し 

  水質検査計画は、１年に１回は見直しを行います。また、以下の場合には必要に応

じて内容の見直しを行います。 

（１）緊急の見直し 

  水質検査で異常な値が検出された場合には再検査や原因調査を行いますが、水質の

異常が長期にわたるおそれがあるときには、必要な検査を行うよう内容の見直しを行

います。また、水源において水道水に影響すると思われる状況が発生したときには、

必要な検査を行うよう内容の見直しを行います。 

（２）長期の検査結果からの見直し 

  長期にわたる水質検査の結果から水質が悪化していることが確認でき、検査の頻度

を増やす必要があると考えられる場合には、必要な検査を行うよう内容の見直しを行

います。 

（３）配水系統が変更された場合 

  各系統で代表的な水質を検査する地点が変更になったときには、採水地点の見直し

を行います。 

（４）その他 

  水道水の安全性や利便性に影響を不えると思われる状況が新たに発生した場合に、

適正に対処するために水質検査計画の見直しを行います。 
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７ 水質検査の精度と信頼性保証 

 検査項目は、多種多様にわたり、その測定も極微量レベルです。鉾田市水道事業では、

水質検査の測定値の信頼性を確保するため、正確かつ精度の高い厚生労働省登録の検査

機関に委託しています。 

 

（１）水質検査の制度 

  原則として、基準値及び目標値の１０分の１の定量下限が得られ、基準値及び目標

値の１０分の１の付近の測定において変動係数（ＣＶ）が金属類では１０％以下、ま

た有機物では２０％以下の水質検査を行います。 

（２）信頼性保証 

  水質検査は、厚生労働省登録の検査機関に委託します。検査機関は、測定値のバラ

ツキをなくすため分析計ごとに測定基準書を整えて精度のよい測定を行い、水質検査

の信頼性を確保しています。さらに、毎年国及び県の行う精度管理の評価試験を受け、

信頼性の保証に努めております。 

 

 

８ 関係機関との連携 

 鉾田市水道事業では、水道水の安全を確保するために関係機関との連絡体制を整備し、

安全で安心な水の安定供給に努めます。 

 水源において水質汚染事故が発生した場合は、鉾田市市民部生活環境課、茨城県保健

福祉部生活衛生課、茨城県企業局鹿行水道事務所、茨城県鉾田保健所等の関係機関と情

報交換を図りながら適切な対応を行い、安全な水を供給します。 
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９ 水質検査計画及び検査結果の公表 

 安全で良質な水道水を皆様に提供する為に、鉾田市水道事業では水質検査計画と検査

結果を公表し、これらの事項につきまして市民の方々からご意見をいただいて定期的に

見直しを行い、より安全で安心できる水道を目指します。 

 水質管理の改善や水質検査計画に反映させるため、皆様のご意見をお聞かせ下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ご意見をいただいた後で、内容や趣旨を確認させていただくことがありますので、連

絡先をできるだけ記入願います。 

 ご意見をいただいた方への個別の回答はいたしませんが、次年度水質検査計画策定時

の参考とさせていただきます。 

 

 

 ○お問い合わせ先  鉾田市上下水道部水道課 施設係 

    〒 311-1522  茨城県鉾田市塔ヶ崎７９０－２ 

               TEL ０２９１－３２－４３３３ 

               FAX ０２９１－３４－７４６７ 
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表１ 水質基準項目（浄水：９項目） 

一般細菌 大腸菌 

塩化物イオン 有機物（全有機炭素（ＴＯＣ）の量） 

ｐＨ値 味 

臭気 色度 

濁度  

 

表２ 水質基準項目（浄水：３９項目） 

カドミウム及びその化合物 水銀及びその化合物 

セレン及びその化合物 鉛及びその化合物 

ヒ素及びその化合物 六価クロム化合物 

シアン化物イオン及び塩化シアン 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 

フッ素及びその化合物 ホウ素及びその化合物 

四塩化炭素 １・４－ジオキサン 

シス－１・２－ジクロロエチレン及び 

トランス－１・２－ジクロロエチレン 
ジクロロメタン 

テトラクロロエチレン トリクロロエチレン 

ベンゼン 塩素酸 

クロロ酢酸 クロロホルム 

ジクロロ酢酸 ジブロモクロロメタン 

臭素酸 総トリハロメタン 

トリクロロ酢酸 ブロモジクロロメタン 

ブロモホルム ホルムアルデヒド 

亜鉛及びその化合物 アルミニウム及びその化合物 

鉄及びその化合物 銅及びその化合物 

ナトリウム及びその化合物 マンガン及びその化合物 

カルシウム、マグネシウム等（硬度） 蒸発残留物 

陰イオン界面活性剤 非イオン界面活性剤 

フェノール類  

 

表３ 水質基準項目（臭気２項目） 

ジェオスミン ２－メチルイソボルネオール 

 かび臭の原因物質で、藍藻類のある種のものや放線菌により作られます。その種類と濃

度によっては土臭、墨汁臭、木臭にも感じられます。 
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表４ 水質基準項目（原水：３８項目） 

一般細菌 大腸菌 

カドミウム及びその化合物 水銀及びその化合物 

セレン及びその化合物 鉛及びその化合物 

ヒ素及びその化合物 六価クロム化合物 

シアン化物イオン及び塩化シアン 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 

フッ素及びその化合物 ホウ素及びその化合物 

四塩化炭素 １・４－ジオキサン 

シス－１・２－ジクロロエチレン及び 

トランス－１・２－ジクロロエチレン 
ジクロロメタン 

テトラクロロエチレン トリクロロエチレン 

ベンゼン 亜鉛及びその化合物 

アルミニウム及びその化合物 鉄及びその化合物 

銅及びその化合物 ナトリウム及びその化合物 

マンガン及びその化合物 塩化物イオン 

カルシウム、マグネシウム等（硬度） 蒸発残留物 

陰イオン界面活性剤 ジェオスミン 

２－メチルイソボルネオール 非イオン界面活性剤 

フェノール類 有機物（全有機炭素（ＴＯＣ）の量） 

ｐＨ値 臭気 

色度 濁度 

 

表５ クリプトスポリジウム（指標菌） 

大腸菌 嫌気性芽胞菌 

○クリプトスポリジウム 

 人間や哺乳動物（ウシ、ブタ、イヌ、ネコ等）の消化管内で増殖し、感染症をもたらし

ます。糞便に混じって排出されるため、感染した動物等に接触することで被害が拡大しま

す。水源がクリプトスポリジウムにより汚染された水道においては、浄水施設で十分に除

去又は丌活化できなければ、感染症による被害が拡大するおそれがあります。 

○指標菌 

 水道原水の糞便による汚染の指標として有効です。このため、原水にいずれかの指標菌

が検出された場合には、クリプトスポリジウムが混入している可能性があります。 

  



IV 

 

表６ 農薬類（１０２項目） 

チウラム メプロニル エンドスルファン(エンドスルフェート,ベンゾエピン) 

シマジン(CAT) アシュラム エトフェンプロックス 

チオベンカルブ ジチオピル フェンチオン(MPP) 

1,3-ジクロロプロペン (D-D) テルブカルブ(MBPMC)：失効農薬 グリホサート 

イソキサチオン ナプロパミド マラソン(マラチオン) 

ダイアジノン ピリブチカルブ メソミル 

フェニトロチオン(MEP) ブタミホス ベノミル 

イソプロチオラン(IPT) ベンスリド(SAP) ベンフラカルブ 

クロロタロニル(TPN) ベンフルラリン(ベスロジン) シメトリン 

プロピザミド ペンディメタリン ジメピペレート 

ジクロルボス(DDVP) メコプロップ(MCPP) フェニトエート(PAP) 

フェノブカルブ(BPMC) メチルダイムロン ブプロフェジン 

クロルニトロフェン(CNP)：失効農薬 アラクロール エチルチオメトン 

CNP-アミノ体 カルバリル(NAC) プロベナゾール 

イプロベンホス (IBP) エディフェンホス(エジフェンホス,EDDP) エスプロカルブ 

EPN ピロキロン ダイムロン 

ベンタゾン フサライド ビフェノックス 

カルボフラン（カルボスルファン代謝物） メフェナセット ベンスルフロンメチル 

2,4-ジクロロフェノキシ酢酸(2,4-D) プレチラクロール トリシクラゾール 

トリクロピル イソプロカルブ(MIPC) ピペロホス 

アセフェート チオファネートメチル ジメタメトリン 

イソフェンホス テニルクロール アゾキシストロビン 

クロルピリホス メチダチオン(DMTP) イミノクタジン酢酸塩 

トリクロルホン(DEP) カルプロパミド ホセチル 

ピリダフェンチオン ブロモブチド ポリカーバメート 

イプロジオン モリネート ハロスルフロンメチル 

エトリジアゾール プロシミド フラザスルフロン 

オキシン銅 アニロホス チオジカルブ 

キャプタン  アトラジン  プロピコナゾール 

クロロネブ ダラポン シデュロン 

トルクロホスメチル ジクロベニル(DBN) ピリプロキシフェン 

フルトラニル ジメトエート トリフルラリン 

ペンシクロン ジクワット カフェンストロール 

メタラキシル ジウロン(DCMU) フィプロニル 

 


